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論文 内容の要 t:=. 回
高エネルギー (>10g ev) で素粒子がどのような振舞をするか， 叉はそれらの聞の相互作用がどうなっ
ているかは現在の素粒子論の発展段階で、重要な問題の一つである。とれらを調べるには中間子の多重発生
を調べるのは直岐的な良い手段である。 高エネノレギーの核子核子或は中間子核子衝突で一度に沢山の粒子






















































倒なことである。 そのため彼は中間子と核子を Wave packet (とより表現し，その塊の大いさは大体 T X 
(光速度C) の程度と考えた。 このような考えから，彼は n 個の中間子を作る相対確率，また衝突後の
核子の角度分布やその運動量分布を求め，これらを実験と比較し，核子の角度分布をのぞいては，相当に
よい一致を見だした口
従来は終状態で n 個の中間子が飛び出す場合にこの n 個の中に正負及び中性の中間子がどんな確率で
ふくまれるかを計算するのに群論の結果を作って大変複雑な計算をしなくてはならない。そ乙で n が大
きくなると実際には計算をすることは殆んど不可能である。そ乙で小早川君は，彼の計算結果から nが大
きい場合に使える便利な近似法を考えた。これを用いて従来の、統計理論、の修正をも試みたが，その結
果は実験によく合うことが判った。
彼は更に，乙の中間子一核子衝突に用いた考え方を核子一核子衝突に用いその結果について簡単な推論
を行っ?こ。
以上が小早川君の論文の要旨である。乙の論文から判ったことは低エネルギーで一応成功している現存
の中間子論でも，近似法を適当に工夫すれば高エネルギーの場合にも適用出来ることである。さらに興味
のあることは，矢島君の考えた核子のモデルがある程度，現存の場の理論からもヨ|き出せるということで
ある。
乙の小早川君の万法は，今まで、行われてきた方法と一風かわったもので，独創性にとんだ，興味あるも
のであり，その結論も実験とよくあう。
彼はすでに博士課程の必修課目にすべて合格しており，この論文は理学博士の学位論文として充分の価
値あるものと認める。
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